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清
い
票

積
も
っ
て

よ
い
国

よ
い
政
治

参議院議員選挙
投票日は７月1日

来
る
七
月

一
日
に
参
議

院
議
員
の
選

挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
が
、

市
の
選
挙
管

理
委
員
会
で

は
、
補
充
選

挙
人
名
簿
登

録
申
請
書
を

六
月
十
八
日

午
後
五
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す

資
格
は

昭
和
1
7年
６
月
1
2
日
以
前
に
生
ま

れ
、
今
年
３
月
1
1
日
以
前
か
ら
引

続
い
て
長
門
市
内
に
化
ん
で
い
る

人
で
、
さ
る
４
月
2
9
日
に
行
な
わ

れ
た
長
門
市
長
選
挙
の
際
に
選
挙

で
き
な
か
っ
た
人
は
必
ず
こ
の
、

袖
充
選
挙
人
名
簿
い
登
録
申
請
書

を
出
し
で
下
さ
い
。

投
票
用

紙
は

地
方
区
　
　
白
色

全
国
区
　
　

桃
色

人

事
異
動

六
月
一
日
付

（
　
）
内
は
旧
任

課
長
級

税
務
課
長
　
　
荒
川
惣
一
　（
総
務

課
長
）

俵
山
支
所
長
　
坂
倉
良
昌
（
税
務

課
長
）

建
設
課
長
　
　
村
田
俊
吉
（
俵
山

支
所
長
）

長
門
市
国
体
事
務
局
本
部
長

富
田
　
博
（
建
設
課
長
）

市
民
課
艮
　
　
岡
村
栄
吉
（
福
祉

事
務
所
長
）

総
務
課
長
　
　
中
村
寿
男
（
市
民

課
長
）

通
支
所
長
　
　
山
根
五
郎
（
水
産

係
長
）

福
祉
事
務
所
長
　
萩
谷
桃
一
　
（
通

支
所
長
）

課
長
補
佐
級

財
政
課
長
袖
佐
（
兼
）
山
近
孝
介

（
管
財
係
長
）

税
務
課
長
補
佐（
兼
）林
智
哲
（
徴

収
係
長
）

福
祉
事
務
所
長
補
佐
兼
社
会
係
長

河
村
忠
嘉
（
商
観
係
長
）

係
　
長

税
務
課
管
理
係
長
　
要
若
政
仁
（

市
民
課
）

経
済
課
商
工
観
光
係
長
　
南
野
敏

（
議
会
事
務
局
）

税
務
課
市
民
税
係
長
　
山
田
見
城

男
（
税
務
課
）

企
業
課
会
計
係
長
　
橋
本
平
治
（

仙
崎
支
所
）

企
業
課
企
業
係
長
　
相
部
宗
頼
（

福
祉
事
務
所
長
）

経
済
課
水
産
係
長
　
吉
津
忠
雄
（

福
祉
事
務
所
）

吏
　
員

長
門
市
国
体
事
務
局
主
事

山
口
一
郎
（
財
政
課
）

財
政
課
財
務
係
　
田
村
隆
夫
（
財

政
課
）

〃
　
管
財
係
　
笹
原
明
美
（
企

業
課
）

経
済
課
水
産
係
　
川
村
司
郎
（
建

設
課
）

福
祉
事
務
所
援
護
係
　
津
田
智
（

税
務
課
）

長
門
市
議
会
事
務
局
へ
出
向

溝
部
　
博
（
税
務
課
）

税
務
課
固
定
資
産
税
係
　
早
川
　

一
　（
福
祉
事
務
所
）

経
済
課
林
務
係
　
青
村
一
郎
（
税

務
課
）

福
祉
事
務
所
援
護
係
　
上
田
悦
朗

（
税
務
課
）

税
務
課
徴
収
係
　
脇
坂
泰
行
（
経

済
課
）

〃
　
　
　
　
　

国
広
俊
和
（
市

民
課
）

仙
崎
支
所
　
五
島
寛
（
税
務
課
）

臨
　
時

税
務
課
管
理
係
　
白
岩
展
子

市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

山
崎
栄
枝

西
深
川
保
育
園
　
北
瀬
睦
枝

教
育
委
員
会
関
係

課
長
補
佐
級

学
務
課
長
補
佐
　
本
田
正

社
会
教
育
課
長
補
佐
　
中
原
吉

郎

係
長

社
会
体
育
係
長
　
村
田
賢
次
（

社
会
教
育
係
）

係
員

社
会
体
育
係
　
岡
本
洋
（

社
会
教
青
係
）

お
知
ら
せ

通
渡
船
の
仙
崎
棧
橋
を
改
修
す

る
た
め
左
記
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
か
ら
乗
客
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
し
ば
ら
く

の
間
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

記

変
更
棧
橋

仙
崎
漁
港
（
橋
長
旅
館
前
）

期
間７

月
１
日
か
ら
3
0日
ま
で

建
築
主
事
と

一
級
建
築
士

試
験
８
月
2
5、
2
6日

建
築
基
準
法
及
び
建
築
士
法
の

規
定
に
よ
っ
て
3
7年
建
築
主
事
と

一
級
建
築
士
の
試
験
が
行
な
わ
れ

ま
す
。

（
試
験
日
）

８
月
2
5日
、
2
6日
（
二
日
間
）

（
試
験
場
所
）

福
岡
市
、
広
島
市

（
申
込
期
間
）

６
月
2
0日
か
ら
７
月
５
日
ま
で

（
願
書
提
出
先
）

山
口
県
庁
土
木
建
築
部
あ
て

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
建
設

課
に
お
間
合
せ
の
こ
と
。

公
明
選
挙
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
を
発
表

市
選
管
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
公

明
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
各
小
、

中
学
生
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応

募
者
一
一
一
点
（
小
学
校
六
三
点

、
中
学
校
四
八
点
）
あ
り
こ
の
中

か
ら
次
の
入
賞
者
を
き
め
ま
し
た

（
深
川
小
）

居
阪
友
恵
、
河
村
美
知
子
、
藤

井
敬

（
俵
山
小
）

田
原
耕
三
郎
、
坂
倉
誠
治

（
深
川
中
）

山
本
正
則
、
宮
本
順
子
、
山
本

進
、
藤
部
太
上
、
松
浦
俊
江

流
質
物
を
公
売

企
業
課
で
は
市
営
公
益
質
屋
の
流
質
物
を
次
の
と
お
り

公
売
し
ま
す
。

（
と
　
き
）
６
月
2
7
日
午
前
９
時
ー
午
後
２
時

（
と
こ
ろ
）
市
役
所
仙
崎
支
所
会
議
室

（
公
売
す
る
品
物
）
衣
類
が
お
も
で
約
二
百
点

長 門 市 の 人 口
人　口　　3 1, 906 人

う ち 男　　15, 439 人女　　16, 467 人
世　帯　数　　6, 801 世帯

３ ７年 ５月 ３ １日 現 在

( 住 民 登録 人 口)
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雨
期
に
備
え
よ
う

被
害
を
最
少
限
に

山
口
県
で
は
、
台
風
や
梅
雨
前

線
な
ど
に
よ
っ
て
水
害
が
ほ
と
ん

ど
毎
年
の
よ
う
に
起
り
、
大
水
害

を
ひ
き
お
こ
し
た
事
例
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

河
川
の
水
位
は
、
春
か
ら
夏
に

向
っ
て
し
だ
い
に
あ
が
り
ま
す
が

、
こ
の
季
節
に
は
ん
ら
ん
を
起
さ

な
い
だ
け
の
対
策
が
必
要
で
す
。

水
害
が
超
ら
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
一
般
に
は
次
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

○
多
量
の
雨
水
が
川
を
流
れ
る
時

に
は
、
莫
大
な
力
を
も
ち
、
そ

の
た
め
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
押
し

流
す
の
で
、
川
に
竹
や
木
ぎ
れ

廃
物
な
ど
を
捨
て
な
い
こ
と
。

○
川
の
堤
防
な
ど
を
こ
わ
し
た
り

傷
っ
け
た
り
し
な
い
こ
と
。

○
森
林
の
乱
ば
つ
を
行
な
っ
た
山

地
は
、
豪
雨
に
よ
っ
て
土
砂
が

流
れ
や
す
い
の
で
、
乱
ば
っ
を

し
な
い
こ
と
。
現
在
こ
の
よ
う

な
山
野
が
放
置
し
て
あ
れ
ば
、

植
林
に
っ
と
め
ま
し
よ
う
。

こ
れ
か
ら
っ
ゆ
の
時
期
に
入
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意

し
て
、
被
害
を
最
少
限
に
と
ど
め

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

家
の
補
修
と
手
入
れ
を

家
は
、
永
い
年
月
の
う
ち
に
は

、
雨
も
り
や
壁
が
落
ち
る
、
瓦
が

く
ず
れ
る
な
ど
、
少
し
づ
つ
い
た

み
、
そ
れ
が
雨
つ
づ
き
や
台
風
時

に
思
い
が
け
な
い
被
害
を
起
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ

め
調
べ
て
補
修
し
て
お
き
ま
し
よ

大
風
で
瓦
が
ず
れ
た
り
割
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
調
べ
て

悪
い
の
は
と
り
か
え
ま
し
よ
う
。

と
ひ
の
掃
除
は
こ
ま
め
に
し
て

、
呑
込
口
が
つ
ま
つ
て
水
が
流
れ

な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。

く
ぼ
地
に
あ
る
家
で
は
、
床
下

に
水
が
流
れ
込
み
ま
す
の
で
、
高

い
所
を
け
づ
り
取
る
と
か
、
排
水

溝
を
堀
つ
て
水
が
外
へ
流
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。

炊
事
場
や
風
呂
場
の
ま
わ
り
は

、
と
か
く
排
水
土
管
が
つ
ま
り
が

ち
で
、
こ
の
た
め
水
が
床
下
に
流

れ
込
み
、
土
台
や
柱
を
く
さ
ら
せ

ま
す
。
お
風
呂
場
の
床
や
腰
の
ひ

び
割
れ
の
修
繕
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

長
門
、大
津
地
区
相
撲
大
会

仙
崎
中
Ａ
、
水
高
Ａ
、
深
川
青
年
団
優
勝

国
体
相
撲
会
場
を
決
定
記
念
し

昨
年
第
一
回
を
開
い
た
長
門
、
大

津
地
区
相
撲
大
会
の
第
二
回
は
、

さ
る
六
月
十
日
午
前
九
時
か
ら
小

雨
降
る
水
産
高
校
相
撲
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

来
年
の
山
口
国
体
を
め
ざ
し
て

各
選
手
が
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、

と
く
に
高
校
の
部
に
傑
出
し
た
選

手
が
見
う
け
ら
れ
た
。
当
日
の
成

績
次
の
と
お
り

団

体

戦

（
中
学
の
部
）
一
位
仙
崎
中
学
校

Ａ
、二
位
菱
海
中
学
校
Ａ
、三
位
深

川
中
学
校
Ａ
三
位
仙
崎
中
学
校
Ｂ

（
高
校
の
部
）

一
位
水
産
高
校
Ａ
、
二
位
萩
商
工

高
校
、
三
位
大
津
高
校

（
一
般
青
年
の
部
）

一
位
深
川
青
年
、
二
位
仙
崎
青
年

三
位
通
青
年
Ａ

個
人
戦
〔
中
学
の
部
〕

一
位
木
下
（
菱
海
）
二
位
岡
本
（

菱
海
）
三
位
青
江
（
仙
崎
）
　
米

田
（
向
津
具
）

【
高
校
の
部
】

｝
位
室
田
（
水
高
）
二
位
島
谷
（

萩
商
工
）
三
位
室
谷
（
水
産
）
〃

長
井
（
水
産
）

（
青
年
の
部
）

一
位
秋
津
（
仙
崎
）
二
位
早
川
（

通
）
三
位
駒
兼
（

通

）
〃
池
永

（

通

）
　
　（
写
真
は
優
勝
期
を

手
に
し
た
水
高
Ａ
チ
ー
ム
）

国
体
の
あ
ゆ
み

国体の知識( 1）
十
年
間
に
わ
た
る
県

民
あ
げ
て
の
誘
致
運
動

が
実
を
む
す
び
、
1
8回

国
民
体
育
大
会
が
明
3
8

年
に
山
口
県
で
ひ
ら
か

れ
る
こ
と
に
内
定
し
た

の
は
昭
和
3
5年
の
1
2月

で
す
。
こ
え
て
昭
和
3
6

年
1
1月
９
日
に
は
日
本

体
育
協
会
は
、
そ
の
組
織
の
一
部

で
あ
る
国
体
委
員
会
で
こ
の
こ
と

を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

国
民
体
育
大
会
と
は
「
広
く
国

民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
て

、
そ
の
普
及
発
達
と
ア
マ
チ
ュ
ア

ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
は
か
り

、
あ
わ
せ
て
国
民
の
健
康
を
増
進

し
、
そ
の
生
活
を
明
朗
に
す
る
」

（
国
民
体
育
大
会
開
催
基
準
要
項

）
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
全
国

都
道
府
県
で
開
催
さ
れ
る
、
わ
が

国
最
大
の
行
事
で
す
。

主
催
者
は
財
団
法
人
日
本
体
育

協
会
、
文
部
省
お
よ
び
開
催
都
道

府
県
と
な
っ
て
お
り
、
後
援
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。

第
１
回
国
民
体
育
大
会
は
昭
和

2
1年
に
京
都
で
開
か
れ
ま
し
た
。

荒
れ
は
て
た
国
土
、
衣
食
に
も
事

欠
い
た
日
常
生
活
の
中
に
あ
つ
て

第
一
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催
が

国
民
に
希
望
を
与
え
、
祖
国
再
建

へ
の
意
欲
を
熱
え
立
た
せ
た
と
い

う
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
民
体
育
大
会
は
毎

年
各
地
方
で
開
催
さ
れ
、
第
1
7回

の
岡
山
県
に
っ
い
で
昭
和
3
8年
に

は
第
1
8回
大
会
が
山
口
で
開
催
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

今
ま
で
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
ま
し
て
も
、
国
体
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
は
そ
の
開
催
地
に
と
り

ま
し
て
は
は
か
り
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
有
形
無
形
の
利
益
を
残
し

て
い
ま
す
。

第
一
に
、
こ
れ
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
す
が
、
国
体
の
開
催
は

、
県
民
に
対
す
る
一
つ
の
大
き
な

意
味
で
の
教
育
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
国
体
を
一
つ
の
契
機
と

し
て
、
準
備
の
段
階
か
ら
大
会
を

通
し
て
、
わ
た
く
し
ど
も
の
日
常

生
活
に
ど
ん
な
改
善
や
反
省
が
加

え
ら
れ
る
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
学

び
、
な
に
を
取
り
入
れ
る
か
、
ど

の
よ
う
に
県
民
の
体
質
改
善
が
行

わ
れ
る
か
、
つ
ま
り
県
民
性
の
高

揚
発
展
が
期
せ
ら
れ
て
、
将
来
の

県
勢
の
飛
躍
発
展
に
伽
え
る
こ
と

が
、
山
口
国
体
に
期
待
さ
れ
る
殼

大
の
意
義
で
あ
り
ま
す
。

第
二
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

通
じ
て
、
県
民
の
体
位
を
向
上
し

健
康
な
生
活
を
確
立
す
る
の
に
役

立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
三
に
、
当
然
な
こ
と
な
が
ら

国
体
を
機
会
に
道
路
、
交
通
、
通

信
、
体
育
施
設
な
ど
が
整
備
充
実

さ
れ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
産
業

、
経
済
、
文
化
な
ど
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

。
こ
の
よ
う
に
昭
和
3
8年
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
に
も
当
る

年
で
す
か
ら
、
そ
の
意
義
は
ま
た

格
別
な
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
い

わ
ば
全
国
民
の
眼
が
集
中
し
て
く

る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
国
体
開
催
の
も
っ
意
義
は
非
常

に
大
き
い
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す

山
口
で
競
え

五
輪
へ
道
ひ
ら
け
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